
１１ 概概要要
ＳＳＨ校として地元鹿児島で国際科学コンテストを開催し、国内外問わず、相互啓発による小学生・中

学生・高校生の科学に対する意識の醸成を目指す。千葉工業大学と本学園との共催であり、今回で 6 回目
を迎え、日本語・英語・対面・リアルのハイブリッド開催で、参加は最多の 81 チームであった。また、Ｓ
ＳＨ校以外の一般校の参加もあり、国内は沖縄から北海道、国外は、フィンランド等 4 か国 11 チームが参
加した。協賛企業は 11 社、審査員は全国から 22 人、最高賞は文部科学大臣賞で、人気アニメに掲載され
るほど周知が図られている。 

 
２２ 今今年年度度のの広広報報周周知知のの取取りり組組みみ

特に小中学校については、鹿児島県理科教育研究協議会長の許可を
いただき、「鹿児島県・理科に関する研究記録展」の入賞者へ、「お誘い
状」を関係小学校に郵送した。複数件の参加や視聴の希望があり、鹿児
島県の小学生・中学生の刺激となり、ＳＳＨを知る機会となるので、次
年度以降も、早期に入賞者への案内を行いたい。 

３３ 成成果果とと展展望望・・課課題題
成果は、アンケートで「研究の役に立った」が 97.3％、「研究の質は高かったか」は 94.6％であり、満足

度の高い大会となった。 
また、多くの方々から評価される質の高い大会となるよう、創意工夫をしていきたい。 

１１ 取取りり組組みみとと成成果果
本校ＨＰはＳＳＨ校らしいデザインで、アクセスするとすぐＳＳＨ校であることが分かるように工夫し

てある。また、過去の成果物(科学英語のテキスト等)や活動の紹介なども、できるだけ映像もまじえなが
ら、紹介している。日々の活動や成果を順次更新して公開している。また、テレビや新聞などの報道機関
の記事やニュースも、本校に興味を持った方々が、すぐアクセスできるように対応している。また、海外
交流を推進したり、海外からも生徒を受け入れたりしていることから、必要な個所には英語による説明を
加えている。 

また、校内普及では、小中高生の保護者・職員の 9 割
が参加している安心・安全メールを活用している。Ｓ
ＳＨの大会参加の広報や、ＳＳＨ関係の全国大会など
で上位入賞した際には、決勝等の動画は、安心・安全メ
ールで紹介・配信して、加入している全保護者や全職
員が、見られるように工夫している。また、学校内外で
の県外高校との科学交流などで動画を配信する場合
も、本メールで紹介・配信して、最初から最後まで視聴
できるように努めている。保護者にも大変好評である。 

２２ 展展望望とと課課題題
課題については以下の 3 点である。 

⑴ ＨＰのアクセス数を検知できるようにすること。 
⑵ 第Ⅳ期テーマ(小中高一貫)を踏まえた全面的な更新が必要であること。 
⑶ 公開すべき小中高の成果物及び新しいカリキュラム等が多く存在するので、公開すべき場所を作成す

る必要があること。 
展望については、上記課題を解決するためにＨＰの全面改善が必要である。このことについては、すで

に広報部にシステムに長じたスタッフがおり、準備をしている段階である。新しいＨＰは来年度 5 月・6 月
をめどに完成することとしているが、以下も加えて進めることとしている。 
⑴ 目次を一番見やすい場所につけること。 
⑵ 全画面を英語でも見られるようにすること。 

Ⅱ グローバルサイエンティストアワード“夢の翼”(ＧＳＡ)による普及 

【【参参加加者者アアンンケケーートトににおおけけるる自自由由記記述述欄欄のの一一部部】】
・高校生の皆さんが、研究の基本を守り、身近なものにどのようにアプローチしていくか発表を聴くことができてとてもために
なりました。・小中学生を受け入れている点、ゲスト及び審査員が充実している点が良かったと思う。・この度は、お誘い状をい

ただきありがとうございました。大会を通して、貴重な経験をさせていただき、ありがとうございました。また、たくさんの出
場者の方々のレベルの高い素晴らしい発表を聞くことができて、とても勉強になりました。発表に関しては、審査員の先生方か
ら質問やお言葉をいただくことができて、とても嬉しく、また勉強になりました。来年も参加させていただけるよう、これから

も勉学に励みます。

Ⅲ ＨＰやメールによる普及と展望 

【【ＧＧＳＳＡＡでで発発表表すするる小小中中学学生生】】

【【本本校校ののホホーームムペペーージジ画画面面】】

本校はＳＳＨ事業を経営の柱としている、おそらく全国で唯一の小中高一貫校である。そのため、広報
部がＳＳＨ部と一体となってＳＳＨ事業を柱とした周知活動を展開している。本校には「池田のＳＳＨに
魅力を感じて入学した」という小中高の児童・生徒が多数おり、今後もそうした入学者を増やしていくこ
とが、本校の発展につながるという考え方で、職員全体で事業広報に努めている。実際に、ＳＳＨを意識
して入学した生徒の多くは、課題研究でも、学業でも高い成績を残して、理系の難関大学に進学している。

オープンスクール等では、理事長挨拶から科学研究と国際化の経緯と意義について語られ、中高生のプ
レゼンやポスターセッションもあり、卒業生もＳＳＨ体験を語り、さらに実験教室やサイエンスツアーも
行われるといった一連の成果発信の場となっている。〔下表参照〕

１１ 主主なな広広報報活活動動ののたためめののイイベベンントト

２２ ＳＳＳＳＨＨにに関関わわるる広広報報活活動動基基本本方方針針((職職員員研研修修でで使使用用))
⑴ ＳＳＨによる国際性ある科学系人材育成が本校の理念であることを、全職員で県内外の小学生、中学

生、高校生、教育関係者、保護者および官公庁、企業、大学等に対面やオンラインで広報周知活動を展
開する。 

⑵ 小学校・中学校・高校では全校体制で課題研究を行い、高校は高い実績を残しており、それが将来の
社会で活躍する次世代型の資質・能力を育成することを周知する。 

⑶ 中学校においては自由研究発表会など既存の活動に加えて、課題研究『サイエンスコミュニケーショ
ンプログラム(旧ＩＲＴ)』の活動内容を周知する。 

⑷ 本校の国際科学コンテスト『グローバルサイエンティストアワード“夢の翼”』を、国内の全ＳＳＨ校・
理数系一般校、県内小中学校、および国外数ヶ国の高校に周知する。また、その意義や成果についても
周知を図る。 

⑸ 英語プレゼンを実施するなどＳＳＨ事業を通じた「国際化」に努め、小中でのケンブリッジ英検や年
間 10 回程度行っている対面やオンライン国際交流について周知する。 

３３ 成成果果及及びび展展望望とと課課題題
オープンスクール後のアンケートで、「池田の魅力は?」という質問に「ＳＳＨ」という答えは、昨年度が

84％、今年度は 88％である。県内ではほとんど周知されている。今後はＳＳＨを経験した卒業生が、社会
でどのような活躍をしているのかを追跡調査をし、今まで以上に情報発信して、“ＳＳＨの成果”の部分を
より詳しく広報していきたい。 

 

第 ６ 章 成果の発信・普及 

Ⅰ 本校独自のＳＳＨ広報周知活動 

時期 イベント名 形式 対象 内容等 参加数 

6 月 オープンスクール 集団 池田小児童・保護者 ＩＲＴ発表／理科実験体験／ＳＳＨポスタ
ー発表 40 組 70 名 

7 月 
私立中高フェア 個別 小中学生・保護者 県内私立中高全体のイベント 

会場：城山ホテル鹿児島 61 組 120 名 

夏の学校見学会 個別 小中学生・保護者 学校・入試説明／授業見学／施設案内／5
日間実施 39 組 80 名 

8 月 サイエンスフェスタ 集団 小中学生・保護者 理科実験体験／ＳＳＨポスター発表／課題

研究紹介など 55 組 120 名 

9 月 

学校説明会 in 沖縄 集団 小中学生・保護者 学校・入試説明／ＳＳＨ活動紹介 23 組 40 名 

オープンスクール 集団 小中学生・保護者 ＩＲＴ発表／理科実験体験／ＳＳＨポスタ
ー発表 56 組 120 名 

塾説明会① 集団 県内塾講師 ＩＲＴ解説／ＳＳＨポスター発表 30 名 

10 月 塾説明会② 集団 県内塾講師 ＩＲＴ解説／ＳＳＨポスター発表 17 名 
学校・入試説明会① 集団 小中学生・保護者 中学生自由研究発表／ＳＳＨポスター掲示 53 組 120 名 

11 月 学校・入試説明会② 集団 小中学生・保護者 中学生自由研究発表／ＳＳＨポスター掲示 55 組 120 名 

12 月 個別相談会 個別 小中学生・保護者 学校・入試説明／授業見学／施設案内／3
日間実施 16 組 30 名 
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１１ 概概要要
ＳＳＨ校として地元鹿児島で国際科学コンテストを開催し、国内外問わず、相互啓発による小学生・中

学生・高校生の科学に対する意識の醸成を目指す。千葉工業大学と本学園との共催であり、今回で 6 回目
を迎え、日本語・英語・対面・リアルのハイブリッド開催で、参加は最多の 81 チームであった。また、Ｓ
ＳＨ校以外の一般校の参加もあり、国内は沖縄から北海道、国外は、フィンランド等 4 か国 11 チームが参
加した。協賛企業は 11 社、審査員は全国から 22 人、最高賞は文部科学大臣賞で、人気アニメに掲載され
るほど周知が図られている。 

 
２２ 今今年年度度のの広広報報周周知知のの取取りり組組みみ

特に小中学校については、鹿児島県理科教育研究協議会長の許可を
いただき、「鹿児島県・理科に関する研究記録展」の入賞者へ、「お誘い
状」を関係小学校に郵送した。複数件の参加や視聴の希望があり、鹿児
島県の小学生・中学生の刺激となり、ＳＳＨを知る機会となるので、次
年度以降も、早期に入賞者への案内を行いたい。 

３３ 成成果果とと展展望望・・課課題題
成果は、アンケートで「研究の役に立った」が 97.3％、「研究の質は高かったか」は 94.6％であり、満足

度の高い大会となった。 
また、多くの方々から評価される質の高い大会となるよう、創意工夫をしていきたい。 

１１ 取取りり組組みみとと成成果果
本校ＨＰはＳＳＨ校らしいデザインで、アクセスするとすぐＳＳＨ校であることが分かるように工夫し

てある。また、過去の成果物(科学英語のテキスト等)や活動の紹介なども、できるだけ映像もまじえなが
ら、紹介している。日々の活動や成果を順次更新して公開している。また、テレビや新聞などの報道機関
の記事やニュースも、本校に興味を持った方々が、すぐアクセスできるように対応している。また、海外
交流を推進したり、海外からも生徒を受け入れたりしていることから、必要な個所には英語による説明を
加えている。 

また、校内普及では、小中高生の保護者・職員の 9 割
が参加している安心・安全メールを活用している。Ｓ
ＳＨの大会参加の広報や、ＳＳＨ関係の全国大会など
で上位入賞した際には、決勝等の動画は、安心・安全メ
ールで紹介・配信して、加入している全保護者や全職
員が、見られるように工夫している。また、学校内外で
の県外高校との科学交流などで動画を配信する場合
も、本メールで紹介・配信して、最初から最後まで視聴
できるように努めている。保護者にも大変好評である。 

２２ 展展望望とと課課題題
課題については以下の 3 点である。 

⑴ ＨＰのアクセス数を検知できるようにすること。 
⑵ 第Ⅳ期テーマ(小中高一貫)を踏まえた全面的な更新が必要であること。 
⑶ 公開すべき小中高の成果物及び新しいカリキュラム等が多く存在するので、公開すべき場所を作成す

る必要があること。 
展望については、上記課題を解決するためにＨＰの全面改善が必要である。このことについては、すで

に広報部にシステムに長じたスタッフがおり、準備をしている段階である。新しいＨＰは来年度 5 月・6 月
をめどに完成することとしているが、以下も加えて進めることとしている。 
⑴ 目次を一番見やすい場所につけること。 
⑵ 全画面を英語でも見られるようにすること。 

Ⅱ グローバルサイエンティストアワード“夢の翼”(ＧＳＡ)による普及 

【【参参加加者者アアンンケケーートトににおおけけるる自自由由記記述述欄欄のの一一部部】】
・高校生の皆さんが、研究の基本を守り、身近なものにどのようにアプローチしていくか発表を聴くことができてとてもために
なりました。・小中学生を受け入れている点、ゲスト及び審査員が充実している点が良かったと思う。・この度は、お誘い状をい

ただきありがとうございました。大会を通して、貴重な経験をさせていただき、ありがとうございました。また、たくさんの出
場者の方々のレベルの高い素晴らしい発表を聞くことができて、とても勉強になりました。発表に関しては、審査員の先生方か
ら質問やお言葉をいただくことができて、とても嬉しく、また勉強になりました。来年も参加させていただけるよう、これから

も勉学に励みます。

Ⅲ ＨＰやメールによる普及と展望 

【【ＧＧＳＳＡＡでで発発表表すするる小小中中学学生生】】

【【本本校校ののホホーームムペペーージジ画画面面】】

本校はＳＳＨ事業を経営の柱としている、おそらく全国で唯一の小中高一貫校である。そのため、広報
部がＳＳＨ部と一体となってＳＳＨ事業を柱とした周知活動を展開している。本校には「池田のＳＳＨに
魅力を感じて入学した」という小中高の児童・生徒が多数おり、今後もそうした入学者を増やしていくこ
とが、本校の発展につながるという考え方で、職員全体で事業広報に努めている。実際に、ＳＳＨを意識
して入学した生徒の多くは、課題研究でも、学業でも高い成績を残して、理系の難関大学に進学している。

オープンスクール等では、理事長挨拶から科学研究と国際化の経緯と意義について語られ、中高生のプ
レゼンやポスターセッションもあり、卒業生もＳＳＨ体験を語り、さらに実験教室やサイエンスツアーも
行われるといった一連の成果発信の場となっている。〔下表参照〕

１１ 主主なな広広報報活活動動ののたためめののイイベベンントト

２２ ＳＳＳＳＨＨにに関関わわるる広広報報活活動動基基本本方方針針((職職員員研研修修でで使使用用))
⑴ ＳＳＨによる国際性ある科学系人材育成が本校の理念であることを、全職員で県内外の小学生、中学

生、高校生、教育関係者、保護者および官公庁、企業、大学等に対面やオンラインで広報周知活動を展
開する。 

⑵ 小学校・中学校・高校では全校体制で課題研究を行い、高校は高い実績を残しており、それが将来の
社会で活躍する次世代型の資質・能力を育成することを周知する。 

⑶ 中学校においては自由研究発表会など既存の活動に加えて、課題研究『サイエンスコミュニケーショ
ンプログラム(旧ＩＲＴ)』の活動内容を周知する。 

⑷ 本校の国際科学コンテスト『グローバルサイエンティストアワード“夢の翼”』を、国内の全ＳＳＨ校・
理数系一般校、県内小中学校、および国外数ヶ国の高校に周知する。また、その意義や成果についても
周知を図る。 

⑸ 英語プレゼンを実施するなどＳＳＨ事業を通じた「国際化」に努め、小中でのケンブリッジ英検や年
間 10 回程度行っている対面やオンライン国際交流について周知する。 

３３ 成成果果及及びび展展望望とと課課題題
オープンスクール後のアンケートで、「池田の魅力は?」という質問に「ＳＳＨ」という答えは、昨年度が

84％、今年度は 88％である。県内ではほとんど周知されている。今後はＳＳＨを経験した卒業生が、社会
でどのような活躍をしているのかを追跡調査をし、今まで以上に情報発信して、“ＳＳＨの成果”の部分を
より詳しく広報していきたい。 

 

第 ６ 章 成果の発信・普及 

Ⅰ 本校独自のＳＳＨ広報周知活動 

時期 イベント名 形式 対象 内容等 参加数 

6 月 オープンスクール 集団 池田小児童・保護者 ＩＲＴ発表／理科実験体験／ＳＳＨポスタ
ー発表 40 組 70 名 

7 月 
私立中高フェア 個別 小中学生・保護者 県内私立中高全体のイベント 

会場：城山ホテル鹿児島 61 組 120 名 

夏の学校見学会 個別 小中学生・保護者 学校・入試説明／授業見学／施設案内／5
日間実施 39 組 80 名 

8 月 サイエンスフェスタ 集団 小中学生・保護者 理科実験体験／ＳＳＨポスター発表／課題

研究紹介など 55 組 120 名 

9 月 

学校説明会 in 沖縄 集団 小中学生・保護者 学校・入試説明／ＳＳＨ活動紹介 23 組 40 名 

オープンスクール 集団 小中学生・保護者 ＩＲＴ発表／理科実験体験／ＳＳＨポスタ
ー発表 56 組 120 名 

塾説明会① 集団 県内塾講師 ＩＲＴ解説／ＳＳＨポスター発表 30 名 

10 月 塾説明会② 集団 県内塾講師 ＩＲＴ解説／ＳＳＨポスター発表 17 名 
学校・入試説明会① 集団 小中学生・保護者 中学生自由研究発表／ＳＳＨポスター掲示 53 組 120 名 

11 月 学校・入試説明会② 集団 小中学生・保護者 中学生自由研究発表／ＳＳＨポスター掲示 55 組 120 名 

12 月 個別相談会 個別 小中学生・保護者 学校・入試説明／授業見学／施設案内／3
日間実施 16 組 30 名 
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１１ 研研究究テテーーママ設設定定のの背背景景－－ＳＳＳＳＨＨ事事業業とと学学園園経経営営のの関関連連－－
本校ＳＳＨ事業は、これまで「科学性」「国際性」「高度化」「発達段階」等をキーワードとして研究課題

を設定してきた。第Ⅳ期のテーマ「小中高一貫教育における国際的科学教育プログラムの開発」は、第Ⅰ
期から第Ⅲ期までの取り組みを集約し、「高度な科学性」や「国際化」を強化・定着するとともに、さらに
これまで求めてきた小中高の育成モデルを完成して、発信・普及に努めようとするものである。
ちなみに、本学園は、大規模な学習塾(池田教育ゼミナール)が学校法人に移行した日本で初めての例で

ある。その建学の精神は「21世紀の国際的なリーダー育成」であり、これまでの教育とは相違する新しい
発想や知見で公教育を樹立しようという創業の思いが込められている。高校創立 33年目で、九州で唯一の
私学ＳＳＨ指定校としての歩みは、高校史の過半に当たる。テーマである「小中高の一体的運用」と「国
際性のある科学系人材育成」も、「建学の理念」が、その濫觴であることを考えると、学園経営の中心にＳ
ＳＨ事業はしっかりと位置づけて展開されてきた。そういう意味で、第Ⅳ期事業の推進は、これまでの経
営のあり方を集約し、今後の展望を得ることとつながるものであると考えている。

２２ 第第ⅣⅣ期期のの研研究究開開発発のの課課題題
今期課題を次の 2つの側面から整理している。

⑴⑴ ここれれままででのの独独自自のの取取組組をを確確立立しし、、そそののモモデデルルをを全全国国にに普普及及・・発発信信すするるとといいうう課課題題
    ①  小中高の探究体系を可視化し、資質能力ベースのカリキュラムとして再構築すること

＝本学園の小中高に望ましい学びのあり方(授業・探究)を可視化すること。
    ②  開発した資質能力ベースのカリキュラムに望ましい評価体系(授業・探究)を構築すること。

③  完成した小中高育成モデル(授業・探究・評価)について、中高一貫や国際化を進める学校間で共有・
協議・啓発するコンソーシアムを形成し、全国に波及すること。

  ⑵⑵    ここれれままででのの強強みみをを恒恒常常化化((強強化化))すするるとといいうう課課題題
    ① 課題研究の高度化及び国際化カリキュラムを構築すること。

(大学等との提携・共同研究、女性研究者育成プログラム等を含む)
② 高校科学研究に接続する中学校の課題研究カリキュラムを開発すること。
③ 本校独自の授業改善プログラムを開発・実施すること。
④ 全学園体制としての小中高職員組織を、業務改善を見据えながら、構築すること。
⑤ 小中高にわたる多種多様な成果物を整理して公開すること。

      ※⑴と⑵は、研究開発の推進とともに関連付けられ、最終的には一致する課題である。

３３ 第第ⅣⅣ期期 22 年年間間のの課課題題へへのの対対応応
⑴⑴ ここれれままででのの取取組組をを確確立立ししそそののモモデデルルをを全全国国にに普普及及・・発発信信すするる取取組組    
① 小中高の学びの全てを時間軸と空間軸で可視化し、改善・調整した
上で、「学びのシステム」  右図参照〕を開発した。また授業と探究を関
連付けた「学びの構造ＩＣＥ−Ｅモデル」 62頁参照〕を開発した。 

② ＩＣＥ−Ｅモデルにより学園全体で求める資質・能力(5観点)を明確
にし、小中高別の評価ルーブリック、探究や設定科目、授業に関する各
種評価票、及び職員・保護者・運営指導委員等対象の評価票等を開発し
て、それらが有効に機能する評価システムを開発した。評価は、順次活
用して、規準記述等が適切でない場合には、再検討・精査した。 

③ 中学校「課題研究」として科学者等とのコミュニケーションをもと
に探究やポスター発表を展開するプログラムを開発・実施した。名称
ＩＲＴは、次年度から、科学探究の基礎科目「ＳＳ基礎」も含みこん
で、「サイエンスコミュニケーションプログラム(ＳＣＰ)」と変更する。
生徒主体の学びであり、高い資質・能力が育成されている。 
④  小中高の探究の国際化・高度化モデルを協議する組織(4 校連絡会)
を次年度から設立する準備を進めた。また、別にＳＳＨマネジメント
を相互啓発する全国組織を立ち上げる準備も進めている。さらに、次
年度は県ＳＳＨ校連絡協議会の会長校・幹事校で、県内波及について
学習・協議して効果的な方策をＳＳＨ校一体となって推進したい。 

⑤ 小中高の探究的な学びのシステムや評価システムについては、小中
高企画部会を経て小中高合同職員会議を開催して、今後の具体的な推
進を共有した。 

⑥ この 2 年間で、小中高間での探究プレゼン交流や、高校生からの助
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１１ 概概要要
令和 6 年度・7 年度は、本学園が中心となって、ＳＳＨ校による以下の 2 連絡会(情報交換会・学習会)

を立ち上げる予定である。一つは、中高一貫校で高度化と国際化を追求している 4 校による連絡会であり、
一つは、私学と国立のＳＳＨ校のオンライン連絡会である。目的は職員の情報交換と生徒の交流である。 

いずれもオンラインの連絡会であり、多忙化しないよう、大会等は実施しない。ただ、「中高一貫・国際
化」と「法人ＳＳＨ・マネジメント」という新しいキーワードで相互の交流が活性化することにより、新
しい視野や考え方も交換できるとともに、連携校としてＳＳＨ事業を普及できる強みになると考えている。 

２２ ＳＳＳＳＨＨ４４地地区区４４中中高高一一貫貫校校オオンンラライインン連連絡絡会会((関関係係校校相相互互承承認認済済みみ・・・・令令和和６６年年度度４４月月設設置置))・・

⑴ 対象校 日本の北部・関東・近畿・南部から各 1 校、関係性の深い 4 校とする。 
(北部地区)札幌市立札幌開成中等教育学校／(関東地区)横浜サイエンスフロンティア高等学校・附属中学校 
(近畿地区)国立大学法人奈良女子大学附属中等教育学校／(南部地区)学校法人池田学園池田中学・高等学校 

⑵ 趣旨  中高一貫校における効果的かつ高度な科学系人材育成に関するオンライン交流 

３３ 法法人人ＳＳＳＳＨＨ校校オオンンラライインン連連絡絡会会((仮仮称称・・今今後後設設置置予予定定))
北海道から九州にいたるＳＳＨ私立高校・国立の独立行政法人の高校が、それぞれの学校経営の上でど

のようにＳＳＨ事業を生かしているかについて、相互に情報交換をし、生徒交流をすることによって、運
営の方法や知恵を相互に交換する。これも、ＳＳＨ事業の普及につながるものである。 

鹿児島県の公私ＳＳＨ校 5 校による連絡会であり、相互に情報交換や学習会をしながら、ＳＳＨ校運用
の円滑化や活性化を図ってきた。また、年に一度、5 校でプレゼン交流をする大規模の大会「鹿児島県ＳＳ
Ｈ交流フェスタ」を実施している。6 年前から開始したが、全国に呼び掛けて、県内外からも多数参加があ
ることから、鹿児島県のＳＳＨ活動の普及の中心となっている。 

この連絡協議会は本校職員が発起人となって設置してから、来年度が 8 年目であ 
る。 

折しも、本学園が会長校・幹事校となることから、協議会での連絡は簡易にして、
学習機能と県外連携の強化を図り、さらに県内一般校への普及について議論と実効
の場としたいと考えている。県内ＳＳＨ事業の普及の在り方については、教育外部の
知恵も借りたい。 

 

本学園は、青少年の教育について、他校や他機関と広く連携して公教育に担おうとする利他の気風があ
る。国際科学コンテストＧＳＡも、その理念を踏まえて、地域や国内外の子どもたちのために構想され、
開催されている。学園理事長も自ら多方面の人道支援に尽力するなど、社会貢献に余念がない。

そういう意味で、本学園は管理職が身を以て授業や課題研究等の指導に当たることとしており、公私を
問わず、ＳＳＨ校等他校からの教育要請があれば、私を構えず、充実と普及に努めている。

１１ ＳＳＳＳＨＨ指指定定校校校校長長等等交交流流会会へへのの協協力力
令和 4 年度にＳＳＨ指定校校長等交流会が開催され、前年度のＳＳＨ情報交換会で発表した本校職員の

発表を、より深く聞きたいと、発起人から学園に依頼があった。学園の積極的な協力により、以下の交流
会が 4 地区で、オンラインにより開催された。 
【南地区】6 月 14 日(火)／【東地区】6 月 16 日(木) 【【中地区】6 月 21 日(火)／【東地区】6 月 23 日(木)  

ＳＳＨ指定校学校運営について(話者 池田中学・高等学校副校長)／質疑応答／研究協議 
２２ ＳＳＳＳＨＨ校校運運用用等等のの協協力力おおよよびび産産学学官官連連携携のの推推進進

また、県内外から本校職員へＳＳＨ運用等に関わる指導助言の依頼があるが、学園の協力体制により、
多様な運用改善や課題研究の助言にあたっている。また、学園には複数の大学や研究機関から連携要請が
あり、積極的な交流を図り、事業の普及に努めている。 

３３ 鹿鹿児児島島大大学学単単位位互互換換制制度度のの九九州州各各県県へへのの周周知知とと普普及及
鹿児島大学の高校生向けの単位先取り履修制度は、理学部と本校職員が協議しながら、1 年かけて実現

したものであり、協定を結ばない簡易な制度になっている。本学園の生徒たちも毎年、必ず参加している。
大学から九州各県への紹介を依頼され、九州ＳＳＨ担当者交流会等で周知した。またその折に要望のあっ
た高校や管理機関等にも紹介した。この周知・普及により佐賀大学も制度を創設し、九州では各県での高
大接続が推進した。 

Ⅳ ２つの新しいコンソーシアムの形成による普及 

Ⅴ 鹿児島県ＳＳＨ校連絡協議会による普及(幹事校として) 

Ⅵ 全国ＳＳＨ事業の充実と普及への協力体制 

【【県県交交流流フフェェススタタのの様様子子】】
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